
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

●寄付を受けて実施したいこと 

 

2016 年から始めて、静間川の下流から３

つの堰に、アユが遡りやすい魚道を次々と

整備していく計画です。河原の自然石を集

めて魚道に貼りつける工事を行いますが、

ボランティアワーク以外にも資材費や専門

業者の工事費が必要です。 

 

 

 
こんな石を使います 

 

みーもスクール川の学習で子どもたちと生き物観察をしています 

 

●活動の目的 

 

アユはきれいな川にしか生息せず、清流の

象徴としても有名な魚です。しかし近年は農

業における取水で水量が少なくなったり、そも

そも昔に作られた魚道が機能していなかった

りして、アユは上流に登ることができず、下流

部に留められたまま一生を終えることになりま

す。 

 

 

5 年前にはアユがたくさん現れたこともありまし

たが、近年は激減しています。 

特定非営利活動法人 緑と水の連絡会議 
理事長 高橋泰子 
〒694-0064 島根県大田市大田町大田イ 376-1 
tel 0854-83-7373 
fax 0854-84-0262 
mail ginmori@hotmail.co.jp 
ブログ http://blog.canpan.info/ohgreen 

しまね社会貢献基金登録団体 

特定非営利活動法人 緑と水の連絡会議 

 

団体から寄附者への PR 

 

いつか目の前を流れる川でアユが泳ぎ、そのアユが食卓にのぼるようになれば、きっ

と、私たちの生活は、人と自然の共生した豊かなものになると思います。 

＜新プロジェクト＞ 

 

静間川に 

１万尾のアユを 

復活させよう 

●私たちの願い 

 

住民がとにかく川へ足を運び、水の感触・

生き物の躍動を感じるような元の姿に戻した

い。このアユ復活プロジェクトをきっかけに川へ

の関心が高まり、住民による主体的な取り組

みにつながっていけばと願っております。 

天然アユの復活をシンボルに、魚道の設

置、産卵場の整備等を行政と住民が協働で

行うとともに、遡上や産卵の観察会を実施し

ながら、多くの生き物が健全に生息するため

の、独自の仕組みづくりを目指していきたいで

す。 

。 

 

完成イメージ 

 

 

 

 

 

 


